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各種設計法

• 許容応力度設計法 
• 終局強度設計法 
• 限界状態設計法

土木学会コンクリート標準示方書 
　かつては許容応力度設計法　⇒ 
　1986年の改定：「設計編」に限界状態設計法が採用された 
　2002年の改定：仕様規定から性能照査型に移行 
　2007年の改定：構造物の耐久性，安全性，使用性などの 
　　　　　　　　　　　要求性能を明確化
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写真

2007年制定　  
　コンクリート標準示方書
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2007年制定　  
　コンクリート標準示方書

用
語
叏
定
義



許容応力度設計法と 
　　　　　　限界状態設計法 

・許容応力度設計法： 

　　　　　材料の安全率に基づく 

・限界状態設計法： 

　　　　　部材の安全率に基づく



許容応力度設計法

 弾性論を用いる 

 部材の応力度：例えば，σ＝M/I 

 鉄筋やコンクリートの許容応力度と比較　　　　
σ≦許容応力度：OK 

 許容応力度＝材料強度/安全率 
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限界状態設計法

  施工中および設計耐用期間中 

　断面破壊や変形によって正常な使用に支障をき

たす，その限界の状態について検討する 

  限界の状態： 

　耐久性，使用性，安全性(断面破壊と疲労破壊)， 

　および耐震性 



限界状態設計法

  構造物が要求性能を満足しなくなる限界の状態 

  扱う理論： 

　　弾性，弾塑性(非線形),塑性 

  部材の安全率で比較する 

　　　　　　　　　　　断面力(曲げモーメントやせん断力) 

　　　　　　　　　　　　VS 

　　　　　　　　　　　断面耐力 


